
不況に強い武岡台高校 
 

ニュースなどでもご存知のとおり、不況の波が徐々に押し寄せていますが、「大学に進学する自分には、就職状況なん

て関係ない」「対岸の火事」と思っている人も多いのではないでしょうか？ 

歴史を振り返っても、好況から不況に転落するのはわずか数週間ですが、その逆は数年かかります。現在の中高校生

が、大学を卒業するころまでに好転しているかどうか「？」である上に、「就職が厳しいから進学しよう」という人も増えますの

で、決して他人事ではないことが下の表からもわかると思います。 

しかし本校は、こんな苦境だからこそ、中学生のみなさんの明るい未来を拓くお手伝いができるチャンスであると考えて

います。「不況だからこそ武台の時代！」と言っても過言ではありません。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史小説風に表現するなら、社会という戦場において、「知識は、まさに身を鎧
よろ

ふ甲冑
かっちゅう

の如
ごと

し」とでもいうべきでしょうか。

しかも、いったん戦場に出たら「城に戻って、もっと頑丈なよろいを・・」と引き返すことはできません。やり直しができないか

らこそ、用意周到に準備を進めなければなりません。 

 

武岡台高校は、どんなに世の中が変わっても、生きていける知識・技術を身につけることを目標としており、「卒業１０年

後笑える学校」をめざしています。大変な世の中だからこそ、誰しも「自分がかわいい」からこそ、高校は１０年先までよく考

えて選ぶべきであり、「人生はどこかで苦労や努力をしないといけないようにできている」と言われますが、「笑っていたいか

らこそ、今努力する」というのが大事なことなのかもしれません。 

「周囲が、バイクだ、ゲームだ、ガールフレンドだと遊んでいるときに、オレはずっと武台で勉強してたぜ！（だから

今こうして豊かな人生が送れているんだ）」  と言える日まで・・・ 

 

これをお読みくださった中学生のみなさんが、高校入試で実力発揮・自己実現できるようお祈りしています。 

国公立大学合格は「がんばる」だけではダメ。

「君の成績なら A大学は厳しいけど、あと○点ﾌﾟ

ﾗｽでB大学なら合格できるよ」「C大学は面接で

必ず○○を聞くよ」「小論文の神様と言われ

る○○先生に指導してもらえば？」という本

校卒業生約７千名の受験ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽやノウハ

ウを持つ教員の存在が大きく影響を与える 

新卒の募集は若干名→

高倍率→高い学力や即戦

力になるような資格が問

われる 

１年次から国数英

の補習＆毎年のよ

うに合格者を輩出

しており、合格ノ

ウハウを保有 

不況 

私立大学な

どの高い学費

は保護者にと

って大きな負

担  

国公立大学志望者が増え、ますます難しく

なる 

報道のとおり、失業者

が増加している 

企業は一般的に「４月か

ら働く新卒者」「すぐやめ

るかもしれない新卒者」

より「明日から働けます」

「生活がかかっているの

でどんなつらい仕事でも

します」という社会人を

欲しがる傾向がある 

安定を求めて、

公務員試験受験者

が増加する 

公務員は、国数

英中心の試験。民

間企業以上の高倍

率→１年次から補

習を受けていない

と合格できない 

就職難だけに「比較的

簡単に入れる大学から

だと就職が厳しい」とい

う現実が徐々に浸透し

てくる 

★ 武岡台高校は、これらすべてに対応している高校です！ ★ 

「知識は、まさに身を武装する『よろ

い』や『かぶと』のようだ」の意味 


